
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大田まちづくりセンター集会室で１月31日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土）、「日本語サークルこだま」さんからの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要望を受け、外国人の人権について考える交
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流企画「ふれあいカフェ」を開催しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者は外国出身者４人を含む22人。
　家庭と地域で見られる偏見や差別、職場で見られる偏見や差別をテーマにしたＤＶＤ
を視聴した後、グループに分かれて意見交換を行いました。ある職場では、外国の人に
暮らしていく為のルールや、雪の日の歩き方まで教えてもらっているそうでびっくりし
ました。
　話し合いの後は、センター長のギター演奏に合わせて参加者全員で合唱し、和やかな
雰囲気に包まれました。
　最後は記念撮影を行い、参加者同士の交流を深める時間となりました。
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発　行

ま
ち
セ
ン
お
お
だ

ふれあいカフェふれあいカフェ

「まちセンおおだ」
発行月変更のお知らせ
　いつも大田まちづくりセン
ターだより「まちセンおおだ」
をご覧いただき、ありがとう
ございます。　　　
　次年度より、下記のとおり
発行月が変わります。
　　  【新しい発行月】
 ５月・８月・11月・２月
　今後とも、地域の皆さまに
情報をお届けしてまいります。
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信

大
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

三
　
宅
　
雅
　
子

大
田
町
民
児
協
だ
よ
り

大
田
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
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新
諸
友
自
治
会

三
　
宅
　
　 

栄

二
．「
普
段
の
つ
な
が
り
は
災
害
時
に
も
活
き
る
」

　
大
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
係
長
・

小
谷
太
喜
さ
ん
か
ら
は
「
災
害
時
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
」
に
つ
い
て
、
自
主
的
な
防
災
と
そ
れ
を

支
え
る
地
域
で
の
共
助
が
潤
滑
で
あ
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
と
、
い
ろ
い
ろ

な
事
例
を
伺
い
ま
し
た
。

　
安
全
と
思
い
込
ん
で
い
た
大
田
市
で
は
、
平
成

30
年
の
島
根
県
西
部
地
震
に
続
き
、
こ
の
一
月
に

も
震
度
４
の
地
震
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
福
祉
委
員
・
民
生
児
童
委
員
に
共
通
す
る
役
割

は
「
地
域
の
見
守
り
」
で
す
が
、
「
み
ん
な
仲
良

く
」
な
ん
て
案
外
と
難
し
い
。
フ
レ
イ
ル
予
防
も

防
災
も
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
も

の
で
す
。

　
こ
の
一
年
自
治
会
役
員
を
体
験
し
た
私
は
、
地

域
の
景
色
や
空
気
を
共
有
し
、
い
つ
も
の
道
を
通

っ
て
我
が
家
に
た
ど
り
着
く
時
の
安
心
感
は
同
じ

と
い
う
だ
け
で
つ
な
が
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
ご
と
に
災
害
の
対
処
は
違
う
だ
け
に
、
自

治
会
に
で
き
る
の
は
、
自
主
的
に
で
き
る
防
災
準

備
と
、
一
時
避
難
場
所
と
な
る
場
所
で
情
報
を
共

有
し
、「
助
け
て
！
」
に
応
え
る
支
援
が
で
き
る

体
制
作
り
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
は
じ
め
の
あ
い
さ
つ
で
阪
神
大
震
災
を
体
験
さ

れ
た
大
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
・
青
木
正
三

さ
ん
か
ら
の
「
災
害
対
策
に
正
解
は
な
い
が
減
災

は
で
き
る
」
と
い
う
ひ
と
言
が
今
回
の
キ
ー
ワ
ー

ド
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
を

　
　
　
　
振
り
返
っ
て

　
昨
年
11
月
に
5
期
15
年
務
め
て
ま

い
り
ま
し
た
民
生
委
員
児
童
委
員

（
以
下
、
民
生
委
員
）
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
15
年
前
の
こ
と
隣
接
自
治
会
長
か

ら
の
お
誘
い
で
、
浅
学
非
才
の
私
が

引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
3
年
間
は
何
も
分
か
ら
ず
、

先
輩
委
員
さ
ん
の
助
言
に
よ
り
独
居

高
齢
者
へ
の
訪
問
活
動
や
こ
ど
も
達

の
見
守
り
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
在
任
中
の
思
い
出
は
沢
山
あ
り
ま

す
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

が
独
居
高
齢
者
へ
配
布
す
る
「
ふ
れ

あ
い
弁
当
」
づ
く
り
で
す
。
委
員
の

皆
さ
ん
も
一
生
懸
命
に
取
組
ん
で
お

ら
れ
、
ふ
れ
あ
い
弁
当
づ
く
り
が
委

員
同
士
の
協
調
性
や
信
頼
感
に
貢
献

し
た
こ
と
、
充
実
感
に
満
ち
た
時
間

を
体
験
い
た
し
ま
し
た
。

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
思
い
出
は
、

平
成
30
年
4
月
9
日
の
県
西
部
を
震

源
と
し
て
発
生
し
た
震
度
5
強
の
地

震
で
す
。
先
輩
委
員
か
ら
は
災
害
時

に
は
先
ず
自
身
を
守
る
こ
と
と
の
指

導
で
し
た
が
、
私
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
て
独
居
高
齢
者
宅
を
訪
問
し

安
全
確
認
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
近
年
の
夏
は
高
温
多
湿
で
熱
中
症

予
防
や
食
中
毒
予
防
が
必
要
で
、

注
意
報
が
出
る
た
び
に
自
作
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
持
参
し
て
の
独
居
高
齢
者

訪
問
活
動
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
同
士
の
親
睦
会
で
新
年
会
や

納
涼
会
そ
し
て
旅
行
な
ど
が
懐
か
し

く
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　
訪
問
活
動
で
接
し
た
高
齢
者
の
方

か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
き
、
元
気

を
貰
う
こ
と
が
誠
に
感
謝
で
す
。

　
地
域
で
支
え
て
く
れ
た
協
力
者
の

皆
様
、
民
生
委
員
活
動
で
支
え
て
く

れ
た
委
員
の
方
々
に
も
感
謝
で
す
。

　
最
後
に「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」

を
め
ざ
し
て
様
々
な
施
策
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

と
地
域
の
実
情
や
課
題
を
整
理
し
て
、

そ
の
時
代
に
あ
っ
た
工
夫
や
改
善
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
中
で
社
会
的
孤
立
に
あ
る

人
を
見
つ
け
出
し
見
守
り
・
支
援
す

る
こ
と
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
地
域

住
民
と
共
に
力
を
合
せ
て
め
ざ
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
地
域
住

民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
存
在
で
あ

り
行
政
と
の
繋
ぎ
役
で
も
あ
る
民
生

委
員
に
求
め
ら
れ
る
期
待
は
一
層
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
活
躍
・
ご

健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

福
祉
委
員
・民
生
委
員
児
童
委
員

　　　　  　  　　　
合
同
地
域
研
修
会

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
会
は
地
震
災
害
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
の
対
応
を
学
び
合
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
と
を
メ
イ
ン
に
行
な
わ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
合
わ
せ
て
フ
レ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
講
座
の
案
内
も
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
一
．「
フ
レ
イ
ル
予
防
い
き
い
き
講
座
」の
案
内

　
大
田
市
地
域
医
療
推
進
課
の
副
主
幹
・
田
口

佳
子
さ
ん
か
ら
の
お
話
は
、
私
た
ち
へ
の
朗
報
で

し
た
。

　
２
回
の
講
座
で
、
主
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

職
員
に
よ
る
血
圧
測
定
や
簡
単
体
力
測
定
と
生
活

の
振
り
返
り
を
行
う
。
簡
単
体
力
測
定
を
行
い
、

チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
も
と
に
生
活
を
振
り
返
り
今
後

の
生
活
を
考
え
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。
令
和
８

年
度
は
、
５
団
体
に
出
向
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
ど
な
た
に
も
訪
れ
る
老
化
の
兆
し
に
、
体
力
が

落
ち
て
つ
ま
ず
き
や
す
い
、
外
出
が
減
っ
た
、
こ

の
先
も
歩
け
る
身
体
で
い
た
い
と
願
う
ば
か
り
。

　
検
診
等
で
病
気
が
分
か
る
と
考
え
る
暇
も
な
く

治
療
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
と
な
り
ま
す
が
、
予
防
な
ら

自
分
な
り
に
身
体
を
い
た
わ
る
こ
と
で
前
向
き
な

暮
ら
し
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



　教室の第９回が１月20日（火）に開かれ、講師に西村先生を迎えて、「切り絵」制
作をしました。参加者は18名でした。
　当日は、今年の干支にちなんだ「馬」や「花」など多彩な図案が用意され、参加者は、
たくさんの色紙や千代紙を使って絵に色を付け、額に入れたり色紙に貼ったりして
いました。同じ図案でも選ぶ色によって印象が大きく変わり、個性豊かな作品が仕上
がりました。「色選びが楽しい」「集中して作業しました」などの声が聞かれました。
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『ふれあい教室』の９回目と10回目が終わりましたので、

その様子を紹介させていただきます。

　今年度最後となる10回目は２月17日（火）で「美味しい珈琲の淹れ方&銀山学習」
で、参加者は17名でした。
　初めに、大田市社会福祉協議会の小谷さんから美味しいドリップコーヒーの淹れ方
を教えていただき、５つのグループに分かれコーヒーを淹れました。私はコーヒー
通ではありませんが、３種類いただき味が全く違う事に驚きました。
　令和９年は石見銀山世界遺産登録20周年発見500周年になります。そこで淹れた
　　　　  　てのコーヒーとお菓子を頂き
　　　　  　ながら、石見銀山ガイドの会
　　　　  　の三井さんから「銀山の歴史」
　　　　　 　についてお話をしていただ
　　　　　 　きました。

ふれあい教室
第10回

ふれあい教室
第９回
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大
田
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
広
報

紙
は
、
毎
月
第
３
ま
た
は
第
４
の

水
曜
日
か
ら
、
自
治
会
の
配
布
担

当
の
方
に
ま
ち
セ
ン
へ
取
り
に
来

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
広
報
の
配
布
部
数
が

多
い
月
に
は
、
水
曜
日
の
午
後
ま

で
に
準
備
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と

が
あ
る
た
め
、
来
年
度
か
ら
は
木

曜
日
の
午
前
か
ら
受
け
取
り
可
能

と
す
る
こ
と
に
変
更
し
ま
す
。

　
広
報
紙
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

自
治
会
を
通
じ
て
各
家
庭
へ
届
け

ら
れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

主な行事 広
報
配
布
日
が
来
年
度
か
ら

【
木
曜
日
か
ら
】に
変
わ
り
ま
す

　
大
田
町
が
こ
の
た
び
、大
田
警
察

署
よ
り
「
は
つ
ら
つ
モ
デ
ル
地
区
」

に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。「
は
つ
ら
つ
モ
デ
ル
地
区
」
と

は
、高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
、地
域
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
対

策
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

大
田
町
が「
は
つ
ら
つ
モ
デ
ル

地
区
」に
指
定
さ
れ
ま
す

　
令
和
７
年
度
の
事
業
に
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
ち
セ

ン
で
の
学
び
や
交
流
が
元
気
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
も
、
親
し
み
や
す
く
、
参

加
し
や
す
い
事
業
づ
く
り
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

内　　　容 参加対象・人数事業・講座名 開催予定 時　間

子ども手芸教室

ふれあい教室 10時～12時

10時～11時半

作って、食べて、観て、笑っ
て、運動して勉強も少し、
毎月１回楽しく交流会

7/23、24、27、
28、29（計５回）

５月～２月
第３火曜日
（計10回）

小学生20名　　
材料費300円/１人

基本65歳以上の
男女 30名

（65歳以下でもOK）
※内容により材料費の

かかる月があります

作品作りを通じて手作りの
楽しさを学ぶ

健康ウオーク

橋南ＶＳ橋北歌合戦

まちセンおおだまつり

９時～11時

10時～15時半

午後

まちセン利用団体 Ｒ９．２／２１（日）詳細は案内チラシで

１１／１５（日）

１２／６（日）大田町民

どなたでも詳細は募集チラシで

詳細は募集チラシで

〇「子ども手芸教室」と「親子でもの作り」は新学期が始まってから大田小学校の方へ募集案内を持って行く予定です。
〇「健康ウオーク」「橋南ＶＳ橋北歌合戦」の詳細は募集チラシや「まちセンおおだ」でお知らせします。
〇「ふれあい学級」は昨年から新たに始めた教室で、毎月１回第３火曜日の10時～12時で（内容によって１時間半で
　終わるもの、材料費のかかる時もあります）毎回内容は違います。物を作ったり料理をしたり、運動や脳トレたまに
　は少しお勉強。みんなで楽しく過ごせたらと思います。
　１回目は５月19日（火）で内容は参加者の方にハガキでお知らせします。参加者募集期間は４月末までです。皆さん
　の参加をお待ちしております。

令
和
７
年
度
事
業

令
和
７
年
度
事
業

令和８年度 まちセン事業 & 講座案内

ボッチャ体験ボッチャ体験 健康ウォーク健康ウォーク

盆踊り大会 避難訓練避難訓練

銀すくい体験銀すくい体験

盆踊り大会

19
日

（火）  

ふ
れ
あ
い
教
室
①

21
日

（木）  

広
報
配
布

23
日

（木）  

広
報
配
布


